
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
［第 3グループ内の例会日］  狭山(金)、新狭山(月)、入間(木)、入間南(火)、飯能(水)、日高(火)、狭山中央(火) 

                   所沢(火)、新所沢(月)、所沢西(水)、所沢東(木)、所沢中央(月) 
 

第 969回(11月 5日)例会の記録 
 

点 鐘     栗原憲司会長  
合 唱     国歌斉唱、奉仕の理想 
第２副ＳＡＡ  浜野君、寳積君 
ビジター    米山奨学生 金強重君 

 

※出席報告 
会員数 出席者数 出席率 前回修正 
34名 29名 84.38％ 78.13％ 

 

  会長の時間       栗原(憲)会長 
 

10 月 30 日（水）に国
際奉仕委員会セミナーが

ありましたので、稲見会

長エレクトと出席してき

ました。「ミャンマーへの

報恩」という演題で、パ

ストガバナー今泉清詞氏

の卓話がありました。ま

た、日豪青年相互訪問団員候補者募集案内などが

ありました。 
11月 3日、入間基地の航空祭に行ってきました。
観覧席から見る飛行機の演技は迫力がありました。 
今日の会長の時間では「日本茶めぐり」に掲載

されている「お茶のことわざ、あれこれ」を紹介

させて頂きます。 
◇朝茶に別れるな 
朝にお茶を飲む習慣は止めてはいけないという

意味です。昔から朝にお茶を飲むと、災難から逃

れたり、幸運が訪れると思われており、「朝茶はそ

の日の難逃れ」「朝茶は福が増す」ともいわれます。

また、これらのことわざは、お茶が健康によいこ

とが経験的に知られていたことを示す例であると

もいわれています。 
◇朝茶は三里行っても飲め 
忙しくて時間がなく、朝にお茶を飲まずに出か

けたときでも、せめて途中でお茶を飲めという意

味です。これを強調したものとして「朝茶は七里

帰っても飲め」ということわざがあります。里は

距離を表す単位で約 4キロ。七里は約 28キロにな
りますが、それだけ引き返しても、朝にお茶をの

むことは大切であると伝えています。 
◇鬼も十八、番茶も出花 
安い番茶でも、入れ立てのものはおいしいよう

に、たとえ鬼でも若いときはそれなりにかわいい

ところがあるという意味です。 
◇茶柱が立つと縁起がいい 
茶柱とは、お茶に混じった茎のことです。お茶

に混じった茶柱が茶碗の中で立つのは、めったに

起こらないことであり、そのめったにないことが

起こるということは、縁起がいいことだと解釈さ

れてきました。ほかに「茶柱が立つと子ができる」

「茶柱が立つと来客がある」ともいわれます。子

ができるというのはめでたいこと、後者の場合来

客とは、うれしい客を意味しています。 
◇猫も茶を飲む 
お茶の味がわかるはずのない猫がお茶を飲むよ

うに、分不相応なことをすることのたとえです。 
◇よい茶の飲みおき 
良いお茶は飲んだ後、いつまでも味や香りが口

の中に残っているという意味です。転じて、やは

り何でも惜しまずいいものを使ったほうがいいこ

とを表します。 
 
 

  幹事報告                宮野幹事 
(定例理事会)次の件が審議・承認されました。 
(1) 11・12プログラム承認 
(2) 地区 2012～2013年度会計報告について 
(3) ボーイスカウト運動支援金について 
(4) 新入会員入会金について 
(5) 2月以降の外来卓話講師紹介について 
1. 地区大会本会議において審議される、会計規
定案へのクラブとしての意見・質問について 

2. 松本茂太郎ＲＩ会長代理プロフィールについて 
3. 骨髄移植推進財団設立20周年キャンペーン舞 
   台｢友情｣上演支援に対する御礼状について 
4. 地区事務所執務時間変更について 
5. 入会希望者、佐々木康様の対応について 
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6. 国際ロータリー第 2570 地区インターアクト
クラブ合同奉仕活動報告について 

7. 協働フォーラム開催について 
8. 例会変更 入間ＲＣ 
9. 受贈会報 所沢ＲＣ 所沢西ＲＣ  

所沢東ＲＣ 所沢中央ＲＣ 
10. 回 覧 物  難民を助ける会ＡＡＲニュース  

 
 

  委員会報告    
親睦活動) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) 小島委員長)

 家族同伴親睦旅行の件について、11 月 12～13

日で四万温泉に行きますが、出発時間が 10 時にな

っておりますので、10 分位前にご集合頂ければと

思っております。集合場所ですが、東武サロンを

出て、中央図書館の方へ下がって行きますと、図

書館の手前の右側にバス停がありますので、そち

らにお集り下さい。従来(東口)とは反対側(西口)

になりますので、お間違えの無いようにお願い致

します。 

 

社会奉仕) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) ) 佐藤委員長)

 フリーマーケットでは、皆さん本当にご協力あ

りがとうございました。売上の方も約 181,000円
ほど集まりまして、また使い道については考えた

いと思います。また当日、故山内会員の奥様から

フリーマーケットの売上協力金として頂戴しまし

たので、ご報告致します。 
)

米山奨学生            金強重君 

 ありがとうございます。 

 私が今活動している、留学生会で企画している

ことがありますので、お伝えしたいと思います。 

11 月 24 日に韓国のプロシンガーたちを招いて、 

｢なかのZERO｣というホールをお借りして温かいコ

ンサートをやるつもりでいます。｢なかの ZERO｣は

1200 名位入るホールです。もし興味がありました

ら、無料ですのでお声掛け下さい。 

 

「会員卓話」・・・・・・・・ 
『 地球一周旅行を終えて 』 
              田中隆行会員 
今回の旅行につき

ましては、約 3ヶ月間
という長旅でした。横

浜 を 出 発 し て 、

447,000km という距

離の船旅をしてまい

りました。寄ってきた

国は、約 20 ヶ国、東
南アジアを始め、ヨー

ロッパ、中近東、そしてカリブ海の国々と回って

きましたが、それぞれ皆違った思惑の国が沢山あ

りました。ヨーロッパ、そしてカリブは初めてで

ございましたが、ヨーロッパという国は、私が見

ても何か非常に安定して素晴らし国々が沢山あり

ました。それと引き換え、中近東、特にカリブの

方に行きますと、貧富の差がもの凄く感じられま

した。タクシーにも実際に乗りましたが、日本で

はポンコツに等しいような車がタクシーとして走

っており、座席の下を見ますと、道路が見えるの

です。これには驚きました。穴が開いており、半

分立っている状態なのですが、そうした車が平気

で、しかも信号がないので、もの凄いスピードで

走っているのです。これは怖かったです。「危ない

よ」と言っても、言葉が通じませんので、全くの

無視で、これには驚きました。そして良い所は、

非常に立派な家がずっと軒を連ねて並んでいるの

ですが、その家々1 軒 1 軒に鉄条網のようなもの
が張られておりました。泥棒等が非常に多いとい

うことで、中には門番もおり、非常に警戒をして

おりました。そして町のいたるところ、これはエ

ルサルバドルでしたが、食堂・レストランに行け

ば、小銃を構えた人間が、迷彩服を着て立ってい

るのです。ガイドから、目を合わせると寄ってく

ると言われていたので、合わさないようにチラッ

と見ると、向こうもチラッと見るのです。撃って

はこないと思っていても、やはり不気味な感じが

致しました。そしてジャマイカも田舎の方に行き

ますと、こういった所がございました。 
先般も少しお話致しましたが、海の色が全て違

ったということがわかりました。まず南シナ海か

ら始まりましたが、この色はスカイブルーで、と

っても綺麗でした。次がインド洋、これはブルー

でも非常に濃い、濃紺に近いブルーでした。従っ

て下の方はほとんど見えませんでした。そして次

が地中海、こちらはもっとすごく、真っ黒のよう

な色でした。そして大西洋

は、紺ではなくグリーンで

した。カリブ海は非常に浸

透の強い、透き通った薄い

緑でした。そして最後は太

平洋、こちらは濃い緑色で、このように海の色は

必ずしも一色ではないということが、実際に自分

が回ってみて初めて分りました。どうしてこんな

に違うのかということを聞きましたところ、海流

や海の深度、そして光が陸に反射したり等で海の

色は当然違って見えるといい、これはあくまでも

見た目の感じだと、教えて頂きました。非常に興

味深かったです。 
今回の航海中で、2 つの世界

の運河を通って参りました。1
つはアラブのスエズ運河、こち

らの幅は約 200m~300m 位の、
砂漠にずっと掘ったような、な

んの変哲もない非常に単純な

運河でございました。陸には兵

隊が沢山おり、皆銃を持ってお

りました。しかし我々の船に対



しては、皆さん手を振ってくれ、それに対して我々

も手を振るなど、なんとなく和やかな良い感じで

した。非常に長かったのですが、圧巻だったのが、

世界から集まってきた船が、船団といって良いの

でしょうか、約 5km位沖に大きな船が連なって通
っていき、船がこんなに近づいても良いのかとい

ったようなことも感じました。 
旅行中の 3 ヶ月の間に、特に私自身が印象に残
ったものは運河です。そして運河でもパナマ運河

の方です。これは人工的に作ってあり、完全な水

圧で船を上げたり下げたりしており、なかなかお

話するのが難しいと思います。あの大きな船が一

つ一つ、水門が閉まって、水

が入ってきて浮いて、そして

次の段に行くという繰り返

しで、上がったり下りたり、

こうしたことを繰り返して

船が次の海に行く、これが非

常に興味深く圧巻でしたの

で、皆様も縁があれば一度行

ってみて頂けると良いと思

います。2 つの運河の中では、私自身はパナマ運
河が非常に印象に残っております。 
もう一つ印象に残った所は、皆さんも行かれた

ことがあるかと思いますが、ローマのバチカン、

そのバチカンの中の、世界から約 20万人の方が毎
日のように観光に来られるという案内をされまし

た、バチカン美術館のシスティーナ礼拝堂、これ

に関しては「凄い」と

いう言葉一言でござい

ました。世界の国々か

ら多くの人が来ており、

実際に入るのに約 2 時
間～3 時間待ちでござ
いました。中に入って

も、どんどん押されてしまい、そして現地のガイ

ドさんも付きましたが、言葉がわからず、私自身

は何もわかりませんでした。ただ絵を見て凄いと

いうことくらいしか分りませんでしたが、これは

やはり一見の価値はあるのではないかと思ってお

ります。 
もう一つ凄いと思った国がモナコ、この国も世

界のブルジョアの方たちが集まった国だという印

象をまず受けました。ヨットやボートが港いっぱ

いに並んでおりまして、それぞれの国旗を揚げて

おりました。アメリカがやはり多いと思いました

が、恐らく一隻何十億という船ではないかと思い

ますが、港にずっと連なっておりました。そして

モナコと言えばカジノ、その辺りの所に行きます

と、停まっている車も

さすが凄いと言った

感じでした。ロールス

ロイスを始め、カウン

タック等の車がずっ

と並んでいるのです。

他の国の若い方たちはその車をみて歓声をあげ、

そして写真をバチバチと撮っておりました。残念

なことにカジノの中に入ることはできませんでし

たが、表から見ても凄いという印象、そして話に

よりますと、きちんと正装して行かなければ、中

には入れないということです。そしてモナコの細

い道を、モナコグランプリでは、時速数百キロで

ガンガンと上がって行くという圧巻はすごかった

のではないかという想像を致しました。 
国々によって、文化の違いというものをさまざ

ま見て参りました。こうして見た時、私も日頃は

気づきませんでしたが、日本という国は「中級」

とお話されているようですが、私も日本はさほど

貧富の差もなく、一般的な中級の国だという印象

を受けました。どの家庭に行っても、車、家電が

ありますが、先ほどお話した中近東やカリブの

国々、あるいはベトナムになりますと、なかなか

こうしたものもないのではないかと思います。エ

ルサルバドルにいた時の話になりますが、一ヵ月

の平均の生活水準が約3万円、これで親子4人が、
裕福ではないけれども普通の生活ができると言っ

ておりました。約 1 日 1000 円、とても日本では
考えられません。世界は広いとつくづく思いまし

た。 
今度は船そのものについてのお話です。豪華客

船と言うには程遠いと思いました。船そのものは

約 3万 5千トンで、この船はパナマ運河を通る、
目一杯の大きさだと言われておりました。乗客は

今回約 800 人おり、その 8 割強が日本人でした。
その日本人の中で、一番多かったのがご夫婦です。

大体皆さん 60歳以上の、定年を迎え、そしてご褒
美で乗られたという方が一番多かったように思い

ます。次がお母さんと娘さんという組み合わせ、

次がお姉さんと妹さんという組み合わせ、そして

最もポピュラーな女性のお友達のという組み合わ

せの方は、2 人もしくは 4 人というグループでし
た。ちなみに私が見た中では、親父と息子、兄貴

と弟という組み合わせはほとんどなかったように

思います。そして男同士の 2 人は全くありません
でした。なぜこんなことが分るかと言いますと、

90日間の中には船に乗ったお客様で、県別に分け
たような会合がありまして、東京都出身集まれと

いうようなことになり、1 杯飲みながら、自己紹
介等をしながら話してみると、今お話したような

ことが大体わかりました。 
夜は非常に楽しかったです。船の中にはレスト

ランの外にクラブが 3 つありまして、1 つには生
バンドが入っていて、ダンスもできるところでし

た。比較的アルコールは安かったので、私も各ク

ラブにボトルを 1 本ずつ入れてみました。知り会
った方、船友と言いますが、1 杯いかがですかと
いうことから始まり、色々な話ができたので、夜

は非常に楽しかったです。 
今回、若い方たちが沢山乗っておりましたが、聞

いてみると、男性の 30 代、40 代の方はほとんど



おりませんでした。女性は 20 代、30 代の方は割
と多かったのですが、看護師、医療関係の方が、

多かったです。今回何故船に乗ったのかと聞きま

すと、仕事を辞めて乗りましたと言っており、次

は？と聞くと、私は帰ればすぐに仕事があるから

と言っておりました。そして学生が夏休みを利用

して、横浜から横浜ではなく、トルコ等まで飛行

機で来て、一番効率が良いのがヨーロッパだけ 1
日おき位で回るツアーがありましたので、それを

回って、トルコ、ギリシア、キプロス、イタリア、

フランス、スペイン、ポルトガル、モナコ、そし

て帰るということになると、約 1 ヶ月位で旅行が
でき、こうしたツアーの組み方も非常に合理的で、

金銭的にも非常に安く、学生さんらしい乗り方だ

と思いました。私も孫が今大学 2年生と 4年生で
すが、4 年生の子はもう来年就職が決まっており
無理でしょうが、2 年の子は来年の夏休みあたり
に 1 ヶ月位行くのもいいかなと思っております。
見ず知らずの国へ行き、色々なものを見てくるこ

とを若いうちから体験することは、なかなか素晴

らしいのではないかと思います。 
私は若い頃から、1 回地球を回ってみたいと思

っておりましたが、やっとこの年になって実現で

きたということが本音でございます。皆さん方も

お忙しいでしょうが、できれば 1 度このような経
験もよろしいのではないかと思います。 
 
 
 
 
 

 
 
栗原(憲)君 田中(隆)会員、卓話よろしくお願い致

します。 
宮野君 フリーマーケット当日は、30年ぶりに体

調を崩しお休みしました。本当に申し訳

ありません。田中(隆)様、イニシエーショ
ン・スピーチよろしくお願い致します。

楽しみです。 
江原君 田中隆行様、本日の会員卓話楽しみにし

ておりました。船上での或いは船室での

様々なお話しをよろしくお願い致します。 
会員誕生祝 栗原(成)君  
結婚記念日 田中(隆)君 
 
 
 
 


